
団体名 所管局名

設立目的
在宅あるいは地域社会における高齢者等を対象としたケアの在り方やシステムについて調査研究を行うとと
もに、各種の在宅ケア事業や施設運営の実践により、市民福祉の向上に寄与する。

○基本情報

一般財団法人神戸在宅医療･介護推進財団

ミッション・価値・目標設定シート（MVTシート）

平成27年10月5日記載日

保健福祉局

 在宅医療と介護の連携推進に

より、在宅医療と介護サービス

が一体的に提供されることで、

高齢者等が重介護状態になった

場合でも住み慣れた地域で自分

らしい生活を人生の最期まで送

ることができる。 

 

 神戸市医師会と連携し、

「（仮称）在宅介護・医療連

携支援センター」の円滑な

運営を図る。 

市
が
団
体
に
求
め
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン 

 
M

ission 

市
民
に
提
供
す
る
価
値 Value 

事
業
目
標  Target 

M 

V 

T Ａ 

１ 

１ Ｈ２８から設置予定の「（仮称）在宅医療・介護連携支援センター」の市医師会との共同運営 

２ 多職種と協働し、在宅医療と介護のコーディネートができる質の高い訪問看護師等の確保、認知症・「看取り」対応等機

能強化（小児、難病を含む） 

３ 市民病院群との連携による神戸リハビリテーション病院の安定的な運営と重症患者の受入れ 

４ リハビリ専門職を活用した地域リハビリテーションの推進による介護予防の取組強化や住宅改修による在宅生活維持

の取り組み強化 

５ 認知症初期集中支援事業の実施 

 

本市における、地域包括ケアシステム構築の推進団体として、地域包括ケアを支える人材の確保と

育成を行い、在宅医療と介護の連携、介護予防の観点からの地域リハビリテーションの推進や認知

症・「看取り」対策の強化を図る。 

長 

期 
 

 
 

 

５ 
 

 

年 

様式２－１ 

２ ３ ４ ５ 

Ｂ Ｄ Ｃ Ｅ Ｆ Ｇ 

【2020ビジョン及び部門別計画等との関わり】 

【ビジョン（４）安全・安心な地域づくり】の地域医療体制の充実と医療介護連携の推進について、神戸リハビリテーショ

ン病院と在宅医療・介護連携支援センター事業で推進 

 民間事業所では対応が困難な

ケースであっても、質の高い訪

問看護サービスを安心して受け

ることができる。 
 

 回復期機能の病床が不足して

いる神戸圏域において、脳血管

障害等の患者が、急性期病院

から、リハビリテーション専門病

院に円滑に転院でき、質の高い

リハビリテーションを受けて、家

庭や社会に復帰することができ

る。 
 

 リハビリ専門職が、通所、訪問看護

等在宅医療・介護サービス事業や、住

民のつどいの場に出向いて、地域リハ

ビリテーション推進活動に積極的に関

与していくことにより、高齢者等が身近

な地域で、より効果的な訪問リハビリ

テーションや介護予防サービスが受け

られるようになる。 
 

 今後増加が見込まれる認知症

患者が、医師、看護職とリハビリ

専門職のチームによる初期段階

からの集中的な支援を受けるこ

とにより、認知症の早期発見と

進行予防につなげることができ

る。 
 
 

 神戸市における認知症対

策・看取り対策のため、人

材育成を図る。 
 

 地域包括ケアシステムの

構築を推進していく団体と

して、果たすべき課題の整

理及び実現方法等の調査

研究を行う。 
 
 

 神戸リハビリテーション病

院において、より多くの重

症患者の受け入れを図る

ために体制を強化し、施設

基準「回復期リハビリテー

ション入院料１」の取得を目

指す。 
 
 

 公的団体として市の「住

宅改修助成事業」を実施す

るとともに、公平中立の観

点から介護保険住宅改修

工事実地検査を行う。 
 

 神戸リハビリテーション病

院として培ったノウハウを

活用し、訪問リハビリテー

ション事業を強化するととも

に、介護予防のための地

域活動を支援する。 
 
 

 認知症初期集中支援事

業の実施 
 
 
 



記載日

団体名 所管局名

○団体による自己評価［１次評価］

ミッションNo．

評価

評価担当者

ミッションNo． 主要事業（様式１－３）との関わり

評価

評価担当者

H30事業目標

　神戸市より委託を受けて、北区を除く８区の医療介護サポートセンターに配置するコー
ディネーターを１４名確保し、養成･研修・活動支援業務を引き続き行う。また、北区につい
ても地域の医療機関と連携しながら、全コーディネーターを対象とした養成研修のほか、
市民啓発を兼ねた医療介護関係者向けのシンポジウムを行う。

平成29年度　ミッションの達成評価シート１

平成30年8月24日

一般財団法人神戸在宅医療･介護推進財団 保健福祉局

H29事業目標

　神戸市より委託を受けて、北区を除く８区の医療介護サポートセンターに配置するコー
ディネーターを１４名確保し、養成･研修・活動支援業務を引き続き行う。平成２９年度は、
灘区、兵庫区、長田区、須磨区、西区の５区にコーディネーターを確保・配置し、養成及び
立ち上げ支援を行う。また、全区の本格稼働に向けて、全コーディネーターを対象とした
養成研修を行う。

H29実績評価

　神戸市より委託を受けて、北区を除く８区の医療介護サポートセンターに
コーディネーターを計１４名確保し、養成・研修・活動支援業務を行った。平
成２９年度は、新たに灘区、兵庫区、長田区、須磨区、西区にコーディネー
ターを確保すると共に、全コーディネーターを対象とした研修を実施した。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

あり（事業番号：　８　）1-A 主要事業（様式１－３）との関わり

H29事業目標

　神戸市における地域包括ケアシステムの構築に向けて、フレイル予防など老年医学等
を専門とする講師を招いてシンポジウムを神戸市と共催し、今後の地域におけるフレイル
対策等について課題を確認する。
　また、神戸市から委託を受けて、介護老人保健施設の医療的機能を活用した在宅療養
における後方支援の可能性等について、調査・研究を行う。

H29実績評価

・平成２９年１１月１６日（木）１７：００～　ANA クラウンプラザホテル
神戸市との共催により、神戸市地域包括ケア推進部会講演会として東京
大学高齢社会総合研究機構教授の飯島　勝矢先生を招き、フレイル予防
に関する講演会を開催した。
・神戸市から委託を受けて、介護老人保健施設の医療的機能を活用した
在宅療養における「かかりつけ」機能の有用性について、神戸介護老人保
健施設協会の協力を得てアンケート調査を行った。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

H30事業目標

　平成３０年度は神戸市の認知症対策において、認知症の方への支援体制の中心となる
認知症サポート医の他、地域で認知症の支援にあたる医療・介護従事者を対象に講演会
を開催する。内容としては、認知症高齢者等の支援体制における認知症サポート医やか
かりつけ医の役割等について、関係者が共に学ぶ機会とする。

1-B 　なし

総務部長　　原　秀樹

総務部長　　原　秀樹

様式２－２ 



記載日

団体名 所管局名

○団体による自己評価［１次評価］

平成29年度　ミッションの達成評価シート１

平成30年8月24日

一般財団法人神戸在宅医療･介護推進財団 保健福祉局

様式２－２ 

ミッションNo． 主要事業（様式１－３）との関わり

評価

評価担当者

ミッションNo． 主要事業（様式１－３）との関わり

評価

評価担当者

H29実績評価

　２階病棟及び３階病棟において、重症患者の積極的な受入れと在宅復帰
の向上を図り、回復期リハビリテーション病棟入院料１の基準となる重症患
者割合３０％以上、在宅復帰率７０％以上を確保し、同入院料１を継続して
算定することができた。

H29事業目標

平成２９年度は、訪問看護における重度の認知症や精神疾患等の困難事例、がん化学
療法等をテーマとした全体研修を6回実施する他、各ステーションでは、地域性やサービ
スの利用形態に応じた特色ある研修会を予定している。特に西部ステーションにおいて
は、デスカンファレンスを実施し、看取りに関わる人材の育成に取り組む。

H29実績評価

訪問看護師等人材育成
平成２９年度実績
１．全体研修　６回
　　①がん化学療法、②救急看護、③小児リハビリ、④困難事例、⑤虐待
　　⑥合同実践発表研修（テーマ「フレイル」）
２．各ステーション
　　褥瘡や栄養に関する研修会の他、西部ステーションにおいては、看取り
後のデスカンファレンスを開催し、看取りに関わる人材育成に取り組んだ。

H30事業目標

　平成３０年度は、全体研修において、認知症や高齢者虐待、看取り・ターミナルについて
研修会を開催するほか、コンチネンスケア（排せつケア）に関する外部の講師を招き講演
会を行う。（計５回）　また、各ステーションにおいては、引き続き地域やサービスの利用状
況に応じた特色ある研修会を実施し、人材の育成を図る。

H29事業目標
　２階病棟及び３階病棟において、回復期リハビリテーション病棟入院料１を継続して算
定するため、脳血管疾患等の重症患者の積極的な受入れと在宅復帰率の向上を図り、
重症患者割合３０％以上、在宅復帰率７０％以上等の実績の確保に取り組む。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

総務部長　　原　秀樹

H30事業目標

　診療報酬改定により、回復期リハビリテーション病棟入院料が３区分から６区分に再編
され、リハビリテーションによる改善の実績指数が組み込まれた。２階及び３階病棟にお
いて、新たな入院料１を算定するため、脳血管疾患等の重症患者の積極的な受入れと在
宅復帰率の向上を図り、重症患者割合３０％以上、在宅復帰率７０％以上に加え、リハビ
リテーションによる改善の実績指数３７点以上を確保する。

2-C あり（事業番号：　６　）

3-D あり（事業番号：　３　）

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

総務部長　　原　秀樹



記載日

団体名 所管局名

○団体による自己評価［１次評価］

平成29年度　ミッションの達成評価シート１

平成30年8月24日

一般財団法人神戸在宅医療･介護推進財団 保健福祉局

様式２－２ 

ミッションNo． 主要事業（様式１－３）との関わり

評価

評価担当者

ミッションNo． 主要事業（様式１－３）との関わり

評価

評価担当者

H29実績評価

　神戸市より委託を受けて、高齢者及び障害者のための「住宅改修助成事
業」において、専門チームによる訪問相談及び改修費用の助成・貸付に関
する業務を４７１件実施した。また、改修工事の適正化を図るため、各区か
らの依頼に基づき、介護保険住宅改修工事実地調査を２９件実施した。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

　訪問リハビリテーションにおいては、年間の延べ訪問回数が８，９３６件で
前年を上回ることができた。（前年比＋６０９件、７％増）
また、地域リハビリテーション活動の支援に向けて、リハビリ３職種の職能
団体と連携し、神戸市域における地域リハビリテーション活動の拠点とし
て、平成２９年７月に設立した「神戸市リハ職種地域支援協議会」の立ち上
げを支援した。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

H30事業目標

　訪問リハビリテーションについては、引き続き、前年実績を確保できるよう取り組む。ま
た、神戸市の地域リハビリテーション活動の拠点として昨年に発足した神戸市リハ職種地
域支援協議会の運営や派遣セラピストの育成等を支援する。その他、介護予防における
フレイル対策として、神戸市より委託を受けて、フレイルトレーナーやフレイルサポーター
の養成・研修の他、キックオフ講演会を開催し、フレイルチェックを実施する。

H29事業目標
　高齢者及び障害者のための住宅改修について、専門チームによる訪問相談及び改修
費用の助成・貸付に関する業務を神戸市より委託を受けて実施する。また、介護保険住
宅改修工事実地調査を年間約５０件実施する。

H29事業目標

　訪問リハビリテーションについては、引き続き積極的に取り組み、前年実績を確保する。
また、地域リハビリテーション活動の支援については、リハビリ３職種の職能団体が中心
となり、リハビリ専門職の派遣体制の構築や地域で活躍できる人材育成等を目的とする
協議会を設立する。

H29実績評価

H30事業目標

　平成３０年度は引き続き、神戸市より委託を受けて住宅改修助成事業における訪問相
談及び審査業務等を実施する。また、介護保険住宅改修工事実地調査を年間約５０件実
施する。なお、助成制度の変更についてその対応策を検討し、神戸市との協議を進めて
いく。

総務部長　　原　秀樹

4-E あり（事業番号：　６　）

4-F あり（事業番号：　９　）

総務部長　　原　秀樹



記載日

団体名 所管局名

○団体による自己評価［１次評価］

平成29年度　ミッションの達成評価シート１

平成30年8月24日

一般財団法人神戸在宅医療･介護推進財団 保健福祉局

様式２－２ 

ミッションNo． 主要事業（様式１－３）との関わり

評価

評価担当者

H30事業目標

　神戸市より委託を受けて引き続き、認知症初期集中支援事業を全区で実施する。平成
３０年度は認知症初期集中支援チームの活動を広く普及・啓発するため、あんしんすこや
かセンターが行う地域ケア会議や連絡会のほか、神戸市ケアマネジャー連絡会等へ積極
的に参加し、新たな相談者を医療介護へ繋げていく。

H29事業目標

　神戸市より委託を受けて認知症初期集中支援事業を行う。平成２９年度は、コーディ
ネーター等の人員を確保し体制を構築するとともに、以前から実施されている東灘区、中
央区、長田区について、８月以降、財団へ移行する。また、新たに垂水区で９月から実施
するほか、残りの区についても、神戸市と調整のうえ、順に開始し全区での実施を目指
す。

H29実績評価

　神戸市より委託を受けて認知症初期集中支援事業を行った。平成２９年
度は、８月に中央区、９月に垂水区、１０月に東灘区と長田区で開始し、以
降は２月に兵庫区と灘区、３月には残りの須磨区、西区及び北区で開始
し、目標としていた全区で実施することができた。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

5-G 　なし

総務部長　　原　秀樹



記載日

団体名 所管局名

○所管局による総合評価（ミッションの達成評価）［２次評価］

総合評価

評価担当者

コメント

【ミッション毎の評価】
１　・・・・・・評価A
　（上記評価の理由）
　平成29年度から設置した灘区、兵庫区、長田区、須磨区、西
区の10名を含め、計14名のコーディネーターを確保するととも
に、全コーディネーターを対象とした研修・活動支援を行い、医
療介護サポートセンターの円滑な運営を行った。また、神戸市
地域包括ケア推進部会講演会としてフレイル予防に関する講
演を医療・介護にかかる事業所及び専門職向けに開催したた
め、評価Ａとした。
２　・・・・・・評価A
　（上記評価の理由）
　訪問看護サービス向上のための人材育成施策として、全体
研修を目標回数より多く実施できたため、評価Ａとした。
３　・・・・・・評価A
　（上記評価の理由）
　２階病棟及び３階病棟において、重症患者の積極的な受入れ
と在宅復帰の向上を図り、回復期リハビリテーション病棟入院
料１の基準となる重症患者割合３０％以上、在宅復帰率７０％
以上を確保するとともに、同入院料１を継続して算定できたた
め、評価Ａとした。
４　・・・・・・評価A
　（上記評価の理由）
　地域リハビリテーション活動により、地域における介護予防の
取組みを機能強化するため、神戸市域の活動拠点となる「神戸
市リハ職種地域支援協議会」の立ち上げを支援し、地域支援・
介護予防研修やフォーラムを行った。また、訪問リハビリテー
ションについて、訪問回数が8,936件で対前年比7％増を達成し
たことに加えて、本市からの委託により、「住宅改修助成事業」
を適正に実施したため、評価Ａとした。
５　・・・・・・評価B
　（上記評価の理由）
　本市からの委託で、初期集中支援事業の全区実施を目標に
していたが、北区は年度内には、実質的には活動を開始するこ
とができなかった。また、チーム員医師の初期集中支援事業に
対する専門性の均一化が課題となっており評価Bとした。
【総合評価の理由】
H29年度に掲げた事業目標について、一部を除き、基準として
いた数値を達成していると判断したため、評価Aとした。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

対応方法

総合評価がB又はCの
場合は必ず記載

地域医療課長　三和田　智子

平成29年度　ミッションの達成評価シート２　［２次評価］

平成30年8月31日

保健福祉局
一般財団法人

神戸在宅医療・介護推進財団
（旧在宅ケア研究所）
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